
アプリの使用には、ネットワークに繋がっている必要があります。
android の場合、アプリの権限にストレージ（撮影して作成する場合は　カメラも）が必要です。

画像をクリックすると、
プレビュー画像を
保存します。
電子印章としてお使いください。

明るさを調整します

スキャナーや写真から
取り込んだ画像から作成できます。

ドラッグ・拡大縮小して枠に合わせます

はんこにする名前を入力します

作成したデータ送信して

カートに入れて 購入手続き

範囲確定

ＯＫ

ＯＫ

データを編集します。
（次ページ参照）

はんこ作家基本の使い方

まずは、価格を参考に　印材と大きさを選んでください

雑書き

このままでは同じ印鑑ができてしまいま
すので、実用するには、なるべく多くの
編集加工をしてください
編集作業はスマートフォンではタッチでも
できますが、細かい作業になりますので
マウスの利用をおすすめします。

※1回ではカートに入らない
場合があります。
再度データアップロードを
行ってください。



1. ラジオボタンのペンにチェックが入っている時、画面タッチで線が引けます。

2.Ctrl キー ONにチェックが入っていれば、線を消します

windows の場合、

1. マウスの左ボタンドラッグで線を引きます。

2. キーボードの Ctrol キーを押しながら、マウスの左ボタンドラッグで、線を消します。

　右ボタンドラッグでも線を消します。

3. キーボードの Shift キーを押しながら、マウスの左ボタンドラッグで画面移動します。

4. マウスのセンターホイールで画面の拡大縮小します。

3. 塗りにチェックが入っている時に、線で囲まれた部分をクリックすれば、囲まれた部分を塗りつぶします。

4. 選択にチェックが入っているとき、クリックしながら加工したい範囲を囲みます。

移動、拡大　線太　湾曲（5ケ所）のいずれかを選んで、
画面上の矢印を押すと、選んだ項目に応じて選択範囲が変形します。

左例では線太を選んで↑、→をクリックして線を太くして、

次に湾曲の右を選んで、上↑をクリックして選択範囲の右側を上に湾曲させています。

始点と近い位置をクリックすると、選択範囲が確定されます。

（1回のクリックでの移動量は、画面右上の（三）メニューから設定します。）

4. 画面の拡大ボタン、縮小ボタンで　編集画面を拡大縮小します。

この時、Ctrl キー ONにチェックが入っていれば（又はキーボードの Ctrl キー）、線を補間します。

Ctrl+↑移動

（線の太さは、画面右上の（三）メニューから設定します。）



画面右上の（三）　をクリックするとメニューが現れます

選択 -全てを選択
全体的に線を太くしたい時は、

として、線太にチェックをいれて　画面上の矢印で太くします

メニュー -彫刻 - プレビューで、仕上りのイメージを確認します。

※細い線は彫刻の際、切れてしまう場合がありますので、なるべく

線は太くしてください。

左例の　「あ」と「ゆ」の横線のように細い線は切れてしまう可能性があります

線が切れないように、なるべく枠線と同じくらい以上に線は太くしてください



メニュー -編集 - 角丸 メニュー -編集 - 直角 メニュー -編集 - 直角
不要なゴミを取り除く時にも使えます



選択を選んで、上の Ctrol-ON に
チェックを入れ、
文字の一部をクリックすれば

クリックした部分とつながる部分が
選択されます

次に、上の Ctrol-ON にチェックを
入れ、文字の一部をクリックすれば

クリックした部分とつながる部分が
線でカットされて選択されます

線で囲まれた部分が選択されます

選択を選んで、上の Ctrol-ON に
チェックを入れずに、クリックして
連続した線を引きます

そして開始点と近い位置をクリック

選択を選んで、上の Ctrol-ON に
チェックを入れずに、クリックして
連続した線を引きます

例えばここをクリックすると

チェック

例えばここをクリックすると

例えばここをクリックすると

【Ctrol-OＮ チェックなし】 【Ctrol-OＮ チェック有り】 【Ctrol-OＮ チェック複合】

加工部分の選択例

チェック
チェックなし

チェックなし


